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１ 厚生労働科学研究費補助金等取扱細則の改定
に伴う公募要項の改正
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【厚生労働科学研究費補助金等取扱細則における主な改正の内容】
〇令和７年４月１日に、国立健康危機管理研究機構法（令和５年法律第46
号）に基づき、国立健康危機管理研究機構（JIHS）が設立されることを踏まえ、
取扱細則本文２（１）①において、補助金の交付を受ける研究者が所属する試
験研究機関等の要件として、「研究を主な事業目的としている特別の法律により設
立される法人」を追加する。

〇取扱細則本文２（１）③において、「補助金の交付先の選定又は研究事業内
容の立案に関わっていた者」が「当該の職を離れて1年を経ない期間」を明確化する。

【厚生労働科学研究における対応】
以上の2点について、令和７年度二次公募要項から記載する。
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（参考） 公募要項 新旧表

新旧
Ⅱ 応募に関する諸条件等
１ 応募有資格者
（１）次のア及びイに該当する者（以下「研究代表者」という。）

ア （ア）から（キ）に掲げる国内の試験研究機関等（別に定めるガイドライン
に基づき、厚生労働科学研究費補助金の交付を受けることが不適切なものとして
厚生労働大臣が指定する研究機関等を除く。）に所属する研究者
（ア）～（カ） （略）
（キ）研究を主な事業目的としている特殊法人（法律により直接に設立された法
人又は特別の法律により特別の設立行為をもって設立された法人であって総務省
設置法（平成11年法律第91号）第４条第１項第８号の規定の適用を受けるものを
いう。）
（ク）その他厚生労働大臣が適当と認めるもの

（以下略）

Ⅱ 応募に関する諸条件等
１ 応募有資格者
（１）次のア及びイに該当する者（以下「研究代表者」という。）

ア （ア）から（キ）に掲げる国内の試験研究機関等（別に定めるガイドライン
に基づき、厚生労働科学研究費補助金の交付を受けることが不適切なものとして
厚生労働大臣が指定する研究機関等を除く。）に所属する研究者
（ア）～（カ） （略）
（キ）その他厚生労働大臣が適当と認めるもの

（以下略）
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（参考） 公募要項 新旧表

新旧
Ⅱ 応募に関する諸条件等
１ 応募有資格者

イ 研究計画の組織を代表し、研究計画の遂行（研究成果の取りまとめ、自らが
交付を受ける補助金の適正な執行を含む。）に係る全ての責任を負う者。
ただし、外国出張その他の理由により３か月以上の長期にわたりその責務を果た
せなくなることや、定年等により退職し試験研究機関等を離れること等が見込ま
れる者を除く。

※１補助金の交付先の選定又は研究事業内容の立案に関わっており、その職を離
れた日から起算して次に掲げる日までの期間において、１年を経過していない
者は、自らが選定又は立案に関わった研究事業に係る研究代表者及び研究分担
者となることはできない。

（ア）規程第７条第１項又は第３項の規定により公募研究課題に応募しようとす
る場合は、当該研究課題の公募期間の初日の前日

（イ）規程第７条第２項の規定により公募によらない研究課題を実施しようとす
る場合又は、規程第８条第１項若しくは第２項の規定により補助金の交付を
受けた年度における事業を完了し、当該翌年度において引続き実施しようと
する場合は、研究計画書を提出する日の前日

なお、「補助金の交付先の選定又は研究事業内容の立案に関わっていた者」と
は、次に掲げる者とする。
（ア）大臣官房危機管理・医務技術総括審議官、厚生科学課長、研究企画官、科

学技術調整官等（研究事業担当課室の担当者を含む）
（イ）補助金の各研究事業の評価委員会委員

（以下略）

Ⅱ 応募に関する諸条件等
１ 応募有資格者
（１）次のア及びイに該当する者（以下「研究代表者」という。）

イ 研究計画の組織を代表し、研究計画の遂行（研究成果の取りまとめ、自らが
交付を受ける補助金の適正な執行を含む。）に係る全ての責任を負う者。
ただし、外国出張その他の理由により３か月以上の長期にわたりその責務を果た
せなくなることや、定年等により退職し試験研究機関等を離れること等が見込ま
れる者を除く。

※１補助金の交付先の選定又は研究事業内容の立案に関わっていた者は、当該の
職を離れて１年を経ない期間は、自らが選定又は立案に関わった研究事業に係
る研究の研究代表者及び研究分担者となることはできない。なお、「補助金の
交付先の選定又は研究事業内容の立案に関わっていた者」とは、以下の者。

・大臣官房危機管理・医務技術総括審議官、厚生科学課長、研究企画官、科学技
術調整官等（研究事業担当課室の担当者を含む）

・補助金の各研究事業の評価委員会委員

（以下略）
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２ 医療レセプト情報等を格納した匿名医療保険等
関連情報データベース（NDB）利用に係る注意事項

の追記
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【NDB利用に係る注意事項の内容】
高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号）に基づく匿名医
療保険等関連情報データベース（NDB）の利用を検討している場合は、ホーム
ページで必要情報（※）を確認のうえ、研究計画書を作成すること。
※提供申出の手続、提供までに必要となる期間、提供データの種類や項目、申出に対する審査
観点、公表前確認の手順等
なお、研究課題が採択された場合であっても、NDBの提供については、法令やガイ
ドラインに沿った審査等の手続が必要となる。
（匿名医療保険等関連情報データベースの利用に関するホームページ）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/resepu
to/index.html

【厚生労働科学研究における対応】
以上について、令和７年度二次公募要項から記載する。
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（参考） 公募要項 新旧表

新旧

（２２）NDB利用に係る注意事項
高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号）に基づく匿名
医療保険等関連情報データベース（NDB）の利用を検討している場合は、
下のホームページで必要情報（※）を確認のうえ、研究計画書を作成してく
ださい。
※提供申出の手続、提供までに必要となる期間（手続開始から１年以上を

要する場合があります。）、提供データの種類や項目、申出に対する審
査観点、公表前確認の手順等
なお、研究課題が採択された場合であっても、NDBの提供については、法
令やガイドラインに沿った審査等の手続が必要となるためご留意ください。
（匿名医療保険等関連情報データベースの利用に関するホームページ）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/reseputo/index.html

（新設）
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３ 「男女共同参画や人材育成の視点に立った競争的研
究費制度の整備に係る共通指針について（令和５年２月８
日競争的研究費に関する関係府省連絡会申し合わせ）」を

踏まえた改定
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【「男女共同参画や人材育成の視点に立った競争的研究費制度の整備に係る共
通指針について（令和５年２月８日競争的研究費に関する関係府省連絡会申
し合わせ）」において、求められている内容】
次代を担う理工系分野の人材育成の促進のための取組として、研究者の負担増
にならないよう配慮しつつ、競争的研究費を獲得した研究者や研究機関が研究活
動の成果をデジタルも活用しながら、子供たちにアウトリーチ活動をするインセンティブ
を付与すること、具体的には理数系の博士号取得者等によりオンラインでの小・中・
高等学校における理科、物理・化学等の授業や出前講座に係る費用を直接経費
から支出することができることを公募要項に明記することを求められている。

【厚生労働科学研究における対応】
以上について、令和７年度二次公募要項から明記する。
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（参考） 公募要項 新旧表

新旧

（２０）男女共同参画、人材育成に関する取組の促進について
(略）「男女共同参画や人材育成の視点に立った競争的研究費制度の整
備に係る共通指針について（令和５年２月８日競争的研究費に関する関係
府省連絡会申し合わせ）」（この項において以下「共通指針」という。）にお
いて、出産・育児・介護等のライフイベントが生じても男女双方の研究活動
を継続しやすい研究環境の整備や、優秀な女性研究者のプロジェクト責任
者への登用の促進等を図ることとしています。
（略）
また、共通指針においては、次代を担う理工系分野の人材育成の促進の
ための取組として、研究者の負担増にならないよう配慮しつつ、競争的研
究費を獲得した研究者や研究機関が、研究活動の成果をデジタルも活用
しながら、子供たちにアウトリーチ活動をするインセンティブを付与すること
を求めています。厚生労働科学研究においても、理数系の博士号取得者
等によるオンラインでの小・中・高等学校における理科、物理・化学等の授
業や出前講座に係る費用を直接経費から支出することができます。

（２０）男女共同参画等に関する取組の促進について

（略）「男女共同参画や人材育成の視点に立った競争的研究費制度の整
備に係る共通指針について（令和５年２月８日競争的研究費に関する関係
府省連絡会申し合わせ）」において、出産・育児・介護等のライフイベントが
生じても男女双方の研究活動を継続しやすい研究環境の整備や、優秀な
女性研究者のプロジェクト責任者への登用の促進等を図ることとしていま
す。
（略）
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